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熊

野

言旨

で

の

衰

頚

新

城

常

本
稿
に
於
て
は
、
熊
野
詣
で
が
そ
の
後
南
北
朝
室
町
時
代
に
入
り
如
何
に
展
開
し
、
や
が
て
近
世
に
入
り
如

何
に
衰
類
し
た
か
を
考
察
し
、
伊
勢
参
宮
そ
の
他
一
般
社
寺
参
詣
と
異
り
、
今
日
殆
ど
歴
史
的
事
象
と
佑
し
去
っ
た
熊
野
詣
で
全
史
の
幕
を
閉

古
代
末
の
院
を
主
体
と
す
る
貴
族
階
級
の
熊
野
詣
で
が
や
が
て
鎌
倉
時
代
に
入
り
東
国
の
地
頭
級
武
士
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た
過
程
に
就

い
て
は
先
述
し
た
処
で
あ
っ
た

づ
る
こ
と
と
し
た
い
。
先
づ
南
北
朝
室
町
時
代
の
参
詣
の
具
体
例
を
地
域
別
に
掲
げ
よ
う
。

畿
内
の
参
詣
例
は
、
前
代
同
様
所
見
少
く
、
依
然
低
調
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
室
町
初
頭

m
伊
勢
、
熊
野
識
あ
る
べ
か
ら
ず
u

の
神
礼
を
携

え
て
、
畿
内
並
に
、
そ
の
周
辺
を
巡
歴
し
た
国
阿
上
人
が
、
随
所
で
際
会
し
た
者
は
、
た
だ
伊
勢
信
仰
者
及
び
参
宮
者
の
群
集
だ
け
で
、
熊
野

信
仰
者
の
発
見
さ
れ
な
い
の
は
、
当
時
既
に
畿
内
の
熊
野
信
仰
、
参
詣
が
、
伊
勢
の
そ
れ
の
下
風
に
立
っ
て
い
る
事
を
物
語
る
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
畿
内
の
参
詣
者
が
皆
無
な
訳
で
は
な
く
、
若
干
の
実
例
の
あ
る
外
、
熊
野
先
達
の
活
動
ゃ
、
更
に
熊
野
講
の
発

達
等
が
ま
た
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
熊
野
講
に
就
て
は
既
に
別
述
し
た
が
、
嘉
吉
元
年
九
月
、
幕
府
徳
政
令
で
、
熊
野
講
要
脚
が
神
明
講
要

脚
等
と
共
に
、
徳
政
の
除
外
条
項
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
既
に
熊
野
講
が
、
社
会
的
に
あ
る
程
度
顕
在
的
な
杏
在
で
あ
る
事
を
示
す
も
の

で
・
あ
ろ
う
。
爾
後
永
正
十
七
年
迄
こ
の
条
項
は
、
幾
度
か
の
幕
府
徳
政
令
に
も
繰
り
返
し
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
熊
野
講
の
実
例
と
し
て

は
、
僅
か
に
応
永
三
十
一
年
近
江
甲
賀
郡
三
雲
野
村
殿
講
と
、
文
明
年
間
京
都
三
条
の
先
達
を
講
親
と
す
る
ニ
例
を
挙
ぐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
以

熊
野
詣
で
の
衰
預

ム，、



上
熊
野

君熊
存野
在詣

f~i で
の

衰

頚

ム

ノ、

一
応
の
熊
野
詣
で
の
帯
在
を
物
語
る
と
し
て
も
、
関
係
史
料
は
伊
勢
講
に
比
較
し
て
格
段
に
寡
少
で
、
こ
の
点
か
ら

も
、
畿
内
の
熊
野
信
仰
、
参
詣
に
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
な
い
。
特
に
室
町
末
に
於
て
伊
勢
講
の
隆
々
た
る
進
展
と
は
対
照
的
に
、
熊
野
講

史
料
が
永
正
以
降
全
く
断
絶
す
る
の
も
、
両
者
参
詣
の
明
暗
を
、
暗
示
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
畿
内
か
ら
の
熊
野
参
詣
の
具
体
例
に
は
、
足
利
民

夫
人
及
び
公
卿
等
の
貴
族
の
外
、
文
明
前
後
京
都
一
宮
商
の
数
回
参
詣
、
京
都
今
出
川
住
人
同
行
五
名
の
市
民
、
商
人
が
あ
る
。
更
に
前
記
応

永
三
十
一
年
、
近
江
甲
賀
郡
三
雲
野
村
殿
講
が
、
地
侍
か
ら
僧
、
女
房
、
中
小
農
民
迄
を
含
む
広
汎
な
階
層
か
ら
成
立
す
る
点
か
片
山
中
小
農

民
、
商
人
等
の
民
衆
層
も
熊
野
詣
で
に
参
加
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
乙
こ
に
畿
内
地
域
と
次
の
東
園
地
方
と
の
相
異
が
あ
る
。

次
に
畿
外
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
先
ず
鎌
倉
時
代
以
来
、
伝
統
的
な
熊
野
信
仰
の
金
城
湯
池
た
る
東
国
の
熊
野
詣
で
は
、
前
代
以
来
の
盛
行
を

み
の
る
程
度
維
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

先
ず
奥
州
白
河
の
結
城
氏
に
は
、
永
享
十
二
年
結
城
民
母
一
行
三
十
名
の
参
詣
の
外
、
そ
の
先
達
人
槻
氏
の
伝
来
文
書
に
は
、
結
城
氏
関
係

の
参
詣
文
書
が
甚
だ
多
い
。
寛
正
三
年
白
河
直
朝
進
上
の
馬
二
十
匹
、
人
百
人
に
対
す
る
幕
府
過
震
は
別
と
す
る
も
、
文
明
十
年
白
河
奥
州
下

向
人
二
百
川
v

明
応
四
年
奥
州
住
人
白
河
上
神
的
人
七
百
人
に
対
す
る
幕
府
過
哲
明
応
七
年
奥
州
下
向
方
市
人
へ
の
長
尾
能
町
民
、
永
正
六
年
奥

州
白
河
よ
り
の
参
宮
方
二
百
人
に
対
す
る
結
城
政
盛
過
爵
の
外
、
某
年
二
百
（
川
並
に
物
詣
で
の
道
者
五
十
人
に
対
す
る
過
書
響
、
何
れ
も
文
書

所
蔵
者
が
熊
野
先
達
八
槻
氏
で
あ
る
点
よ
り
推
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
熊
野
詣
で
に
関
係
占
の
ろ
う
。
事
実
彼
八
槻
民
の
他
の
文
書
に
は
、

永
正
二
年
石
川
知
γ

享
禄
二
年
石
川
大
封
、
某
年
白
河
民
一
家
、
及
び
某
年
前
下
野
守
斑
目
直
純
等
幾
多
の
熊
野
詣
で
関
係
史
料
を
収
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

八
槻
民
の
隣
郡
石
川
郡
の
先
達
で
、
入
槻
民
と
屡
々
縄
張
争
い
を
起
し
て
い
る
石
川
氏
の
日
一
那
も
、
永
禄
、

る
。
更
に
陸
奥
の
北
方
で
は
、
葛
西
民
に
も
参
詣
の
形
跡
が
あ
る
。

関
東
で
は
、
応
安
八
年
地
頭
二
階
堂
雨
戸
、
氷
正
九
年
以
前
、
常
陸
の
明
全
比
正
尼
が
、
熊
野
詣
で
三
度
に
及
ん
で
い
殺
更
に
上
野
で
は
、

元
亀
の
頃
屡
々
参
詣
し
て
い



嘉
吉
以
後
応
仁
、
文
明
以
前
の
武
蔵
太
田
道
真
が
上
野
先
達
大
蔵
坊
輩
下
百
名
の
参
詣
者
に
対
し
、
毎
年
の
関
税
免
除
を
約
し
て
い
る
の
鳴

大
蔵
坊
旦
那
の
参
詣
が
当
時
年
々
百
名
程
度
は
数
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
蔵
坊
は
関
東
有
数
の
大
先
達
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
必
ず
し
も

一
般
先
達
の
皇
那
の
参
詣
量
の
平
均
値
を
意
味
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
一
班
は
推
せ
よ
う
。

更
に
関
東
よ
り
中
部
地
方
に
移
つ
て
は
、
永
事
七
年
甲
斐
跡
部
某
、
甲
斐
板
垣
の
熊
谷
遠
江
守
次
男
玄
蕃
助
あ
り
、
信
濃
に
は
明
応
の
頃
仁

科
明
噂
長
禄
前
後
駿
河
富
士
下
方
住
人
数
名
の
参
詣
あ
り
、
そ
の
内
一
名
の
武
士
は
参
詣
両
度
に
及
ん
で
い
何
戸

（釘｝

更
に
遥
か
に
西
国
に
転
ず
れ
ば
、
嘉
吉
の
頃
薩
摩
島
津
民
あ
り
、
永
正
の
頃
阿
波
麻
殖
修
理
亮
殿
内
方
の
ひ
わ
さ
は
ま
殿
妻
女
、
御
供
小
二
郎

が
あ
一
明
叉
こ
れ
よ
り
早
く
、
永
徳
以
降
備
前
新
田
荘
か
ら
長
船
を
始
め
と
し
て
多
数
の
刀
匠
が
、
屡
々
参
詣
し
た
の
切
か
か
る
工
芸
家
へ

の
熊
野
信
仰
の
穆
透
と
参
詣
の
新
た
な
階
層
の
出
現
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

｛却）

以
上
の
外
、
別
に
詳
記
し
た
各
地
の
熊
野
先
達
の
活
動
は
、
夫
々
の
先
達
に
引
導
さ
れ
る
参
詣
者
の
存
在
を
窺
わ
す
が
、
実
例
と
し
て
は
大

体
以
上
の
如
く
で
、
東
国
以
外
は
比
較
的
乏
し
い
。

し
か
し
乍
、
こ
の
外
、
室
町
期
の
熊
野
詣
で
に
関
す
る
若
干
の
抽
象
的
記
述
が
あ
る
。
例
え
ば
、
文
明
前
後
活
躍
し
た
真
宗
中
興
の
祖
蓮
如

が

か
み
に
も
、
仏
に
も
な
れ
ぬ
れ
ば
信
仰
な
し
、
さ
れ
ば
熊
野
、
伊
勢
の
神
主
は
、
神
を
ば
ま
こ
と
に
信
ぜ
ず
、
た
だ
ま
ゐ
る
人
に
、
ぜ
に

ま
ゐ
ら
せ
よ
か
し
と
思
ふ
ば
か
り
な
り
、

と
軽
侮
を
こ
め
て
非
難
し
た
の
吋
ャ
天
文
頃
の

n
宗
吾
大
草
紙
u

に、

伊
勢
へ
御
参
候
を
参
宮
と
申
候
、
八
幡
へ
は
社
参
と
申
候
、
熊
野
へ
は
参
詣
と
申
、

と
あ
る
の
は
、
共
に
伊
勢
参
宮
に
誼
ぷ
又
は
そ
れ
に
次
ぐ
熊
野
詣
で
の
地
位
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
更
に
そ
の
後
の
史
料
と
し
て

は
、
天
正
初
年
、
毛
利
家
臣
玉
木
吉
保
の
熊
野
参
詣
に
、
道
々
行
連
れ
た
る
件
当
一
、
三
百
名
号
、
又
、
著
名
な
事
な
が
ら
、
太
閣
官
、

熊

野

詣

で

の

衰

類

ム，、



熊

野

新

で

の

衰

額

六

四

天
正
九
年
酔
附
域
の
御
普
請
は
、
七
月
一
日
よ
り
鍬
初
有
し
が
、
十
日
頃
に
は
は
や
酔
出
来
に
け
り
酌
番
士
五
、
六
十
人
づ
っ
入

替
入
替
夜
審
、
廻
審
、
騒
の
熊
野
参
り
す
る
如
く
、
隙
透
間
も
な
く
見
え
に
け
り
、

と
あ
る
等
、
室
町
末
、
近
世
初
頭
に
は
熊
野
詣
で
は
、
尚
衰
え
ざ
る
姿
を
示
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
諸
史
料
を
総
合
し
て
、
解
釈
す
る
に
、
室
町
期
の
熊
野
詣
で
は
、

一
見
尚
相
当
の
盛
況
を
誇
っ
た
も
の
の
様
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
し
か

し
乍
、
次
代
の
江
戸
時
代
に
於
る
熊
野
詣
で
の
調
落
は
後
述
の
如
く
明
か
な
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
そ
の
凋
落
は
全
く
江
戸
時
代
に
始
る
近

世
的
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
又
は
そ
れ
以
前
室
町
時
代
以
降
の
漸
進
的
傾
向
で
、
既
に
中
世
に
そ
の
端
緒
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く

後
者
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
如
く
参
詣
の
現
象
面
よ
り
し
て
は
、
室
町
期
の
参
詣
量
と
前
代
鎌
倉
時
代
の
そ
れ
と
を
対
比
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く

室
町
時
代
に
至
っ
て
停
滞
乃
至
低
下
し
つ
つ
あ
っ
て
、
少
く
と
も
、
大
き
な
上
昇
は
希
め
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
民
衆
の
成
長
、
都
市
の

発
達
、
商
人
の
進
出
等
に
依
り
、
室
町
期
に
入
り
、
伊
勢
参
宮
そ
の
外
一
般
参
詣
が
、
顕
著
な
上
昇
を
遂
げ
た
の
に
対
し
、
ひ
と
り
熊
野
で
は
参

詣
界
の
か
か
る
一
般
的
趨
勢
と
歩
調
を
合
せ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
低
調
佑
し
つ
つ
、
そ
の
ま
ま
江
戸
時
代
の
衰
頚
に
聯
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
上
述
の
参
詣
の
現
象
面
か
ら
は
十
分
捉
え
得
な
い
と
し
て
も
、
種
々
な
事
実
を
考
慮
す
る
場
合
、
否
定
し
得
な
い
様
で
あ
る
。

先
ず
参
詣
者
の
母
胎
で
あ
る
御
師
、
先
遥
の
有
す
る
旦
那
の
経
済
価
値
が
、
伊
勢
神
宮
の
そ
れ
に
比
し
て
、
か
な
り
低
い
事
で
あ
る
。
そ
の

経
済
価
値
は
、
当
時
頻
繁
に
行
わ
れ
た
日
一
那
売
買
の
価
格
に
依
っ
て
一
応
判
定
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
神
宮
文
庫
蔵
品
明
古
帖
u

十
三
冊
に
は
、

室
町
時
代
の
伊
勢
神
宮
御
師
の
旦
那
売
券
等
三
十
点
以
上
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
内
売
買
価
格
の
明
瞭
な
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ

る。

五

貫

四
例

~ 

ノ、

貫

ffeU 

十

貫

五
例

十

三

貫

二
例

十

五

貫

ニ
例

二
十
五
貫

仔リ

三

十

貫

例

四
十
二
貫
五
百
文

タ4

四
十
五
貫

例



五

十

貫

例

六

十

貫

二
例

百
五
十
貫

例

二

百

貫

二
例

金
子
三
十
五
匁

例

金
子
五
両

ffea 

以
上
の
如
く
で
、
そ
の
大
体
が
推
測
さ
れ
る
が
為
他
に
同
様
な
日
一
那
売
券
を
収
む
る
徴
古
文
府
、
神
宮
徴
古
館
、
農
業
館
文
書
及
び
来
田
文

書
等
、
多
数
の
御
師
文
書
等
も
大
体
同
一
傾
向
を
物
語
っ
て
い
る
。

乙
れ
に
反
し
、
熊
野
旦
那
の
売
買
価
格
は
総
体
的
に
著
し
く
低
い
。
そ
れ
も
鎌
倉
末
頃
に
は
、
十
貫
ミ
二
十
貫
程
度
で
あ
っ
た
が
、

後
命
明
か
に
低
落
し
て
い
る
。
寛
正
二
年
御
師
善
成
房
の

E
那
安
芸
一
族
の
売
値
は
僅
か
に
六
百
文
に
過
y
o中川’

V

文
明
十
五
年
小
豆
島
で
は
旦

那
一
円
で
一
買
お
｝
に
す
ぎ
な
い
。
明
応
七
年
の
玉
井
快
助
の
売
券
の
米
三
つ
は
、
恐
ら
く
三
俵
で
、
ほ
ぽ
平
均
価
格
一
貫
二
、
三
百
文
程
度
で
あ

｛お）

ろ
う
。
翌
八
年
に
は
甲
斐
三
日
市
の
ぷ
ん
と
殿
一
人
五
百
文
と
、
那
智
山
仙
良
院
宥
助
の
、
武
蔵
の
日
一
那
が
一
貫
二
百
文
の
二
例
が
見
ら
れ

る
。
更
に
翌
明
応
九
年
円
賀
坊
大
夫
が
売
渡
し
た
当
国
御
郡
五
ケ
主
本
渡
、
賀
茂
浜
中
一
円
、
天
門
道
長
一
円
並
に
永
算
之
一
門
等
が
合
せ
て
一

貫
五
百
文
に
過
ぎ
九
円
伊
勢
御
師
旦
那
売
券
に
殆
ど
見
ら
れ
な
い
一
貫
文
台
乃
至
そ
れ
以
下
が
か
な
り
多
い
。
一
貫
文
以
上
の
場
合
で
え
例
え

そ
の

ば
、
永
正
五
年
三
ケ
山
内
一
円
、
お
ふ
せ
殿
、
と
と
ろ
殿
．
蔵
人
殿
此
一
門
一
円
、
同
さ
も
と
地
下
一
族
一
円
等
合
せ
て
よ
う
や
く
ニ
貫
文
で

あい
N
f

更
に
天
文
十
八
年
多
門
坊
政
源
が
売
却
し
た
常
陸
の
日
一
那
は
、
小
栗
一
円
冶
真
壁
一
円
、
田
中
庄
一
円
（
海
老
島
、
大
島
、
北
条
）
下

館
一
円
、
関
郊
一
伺
ぉ
大
方
郡
和
賀
八
ケ
村
、
同
匝
瑳
郡
、
下
総
豊
田
荘
一
円
、
岡
山
川
一
円
等
非
常
に
広
汎
な
地
域
に
亘
る
が
、
こ
の
価
格

も
僅
か
に
五
貫
文
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
は
必
ず
し
も
売
買
価
格
の
低
い
売
券
だ
け
を
抽
出
し
た
も
の
で
な
い
。
則
ち
伊
勢
御
師
E
那
に
な
い
つ
二
、
三
貫
台
が
か
な
り
多

く
、
反
対
に
伊
勢
に
多
い
五
十
貫
以
土
は
、
熊
野
の
場
合
稀
有
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
を
如
何
に
解
す
べ
き
で
あ
る
か
。
両
者
の

E
那
価
格
の

実
際
的
な
相
違
は
、
同
一
基
準
、
同
一
人
数
の
価
格
ぞ
比
較
し
て
始
め
て
浮
出
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
寛

正
二
年
安
芸
一
族
が
六
百
文
、
明
応
八
年
甲
斐
一
三
日
市
ぷ
ん
と
殿
一
人
五
百
文
等
ぬ
熊
野
の
場
合
旦
那
の
一
人
又
は
一
つ
の
族
縁
団
体
が
僅
か

熊

野

新

マ

の

衰

額

ノ、
五



熊

野

詣

で

の

衰

頬

六
六

に
五
、
六
百
文
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
伊
勢
御
師
旦
那
の
場
合
に
は
、
例
え
ば
天
文
九
年
五
月
、
尾
張
渡
辺
、
民
部
父
子
の
同
じ
一
類
の
売
値

｛紛】

が
、
入
貫
文
で
あ
る
と
い
う
格
段
な
相
違
の
中
に
、
そ
の
大
体
が
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
思
ね
れ
る
。
更
に
天
正
十
年
熊
野
実
報
院
の
売
券
で

も
、
二
五

O
の
屋
敷
の
価
格
が
僅
か
に
一
両
に
す
ど
な
い
か
も
少
な
す
ぎ
る
で
あ
ろ
治
こ
の
熊
野
E
那
の
経
済
価
値
の
惣
体
的
低
さ
は
何
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
ラ
か
。
そ
れ
が
武
士
等
の
場
合
、
御
師
と
の
聯
り
の
緩
み
、
又
は
且
那
の
参
詣
の
誠
退
等
に
由
る
旦
那
と
し
て
の
実
質
的
価

値
の
低
下
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
武
士
の
惣
領
体
制
が
崩
壊
し
、
族
的
結
合
が
殆
ど
無
実
佑
し
た
中
世
末
に
於
て
、
尚
熊
野
御
師
、

先
達
が
、
そ
の
日
一
那
た
る
武
士
を
依
然
一
門
、

一
族
の
表
現
を
と
っ
て
把
え
て
い
る
の
は
、
実
状
に
合
わ
ず
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
御
師
、
先
達

と
周
一
那
閣
の
現
実
的
聯
り
の
弛
緩
を
示
し
、
師
日
一
関
係
の
実
際
的
存
在
を
疑
わ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
地
侍
以
下
の
農
民
、
商
人
を
主

と
す
る
地
縁
的
把
握
の
場
合
の
売
買
価
格
の
低
さ
は
、
同
じ
く
御
師
と
の
聯
り
の
緩
み
、
叉
は
皇
那
の
参
詣
の
減
少
の
外
、
御
師
先
達
勢
力
の
穆

透
度
の
浅
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
文
十
八
年
、
常
陸
、
下
総
の
売
券
に
於
て
、
数
郡
に
百
一
る
広
汎
な
地
域
が
、
僅
か
に
五
貫

文
の
売
値
で
あ
る
の
は
、
地
域
の
広
さ
の
割
合
に
比
し
て
日
一
那
実
数
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
則
ら
こ
の
中
旬
有
力
特
定
階
層
の
み
が
日
一
那
佑
心

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
乙
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
常
陸
、
下
総
等
東
園
地
方
の
農
民
の
成
長
度
の
低
さ
よ
り
し
て
、
中
小
農

民
は
、

一
般
に
一
定
の
経
済
的
負
担
を
伴
う
日
一
那
の
資
格
に
乏
し
く
、
自
然
御
師
、
先
達
の
縄
張
は
少
数
の
地
待
、
有
力
名
主
等
農
村
の
表
層

に
止
り
、
そ
れ
以
下
の
下
層
部
に
及
び
難
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
情
は
、
熊
野
信
仰
の
金
城
湯
池
た
る
奥
州
で
は
、
－
農
民
成
長
の
後
れ
F

か
ら
し
て
も
常
陸
下
総
等
に
比
し
一
層
著
し
い
も
の
が
ゐ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
れ
に
関
聯
し
ぞ
注
目
す
べ
き
は
、
関
東
、
奥
羽
等
の
東
国

の
み
な
ら
ず
、
熊
野
御
師
又
は
先
達
の
地
盤
に
は
、

一
体
に
民
衆
の

E
那
を
意
味
す
る
地
縁
的
表
現
が
極
め
て
乏
し
く
、
皇
那
の
大
半
が
上
述

一
門
の
血
縁
的
表
現
ぞ
と
る
武
士
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
伊
勢
御
師
が
広
汎
に
農
村
、
都
市
に
進
出
し
で
、

の
如
き
依
然
一
族
、

商
人
、
農
民
の
多
く
を
旦
那
佑
し
得
、
従
っ
て
そ
の

E
那
の
殆
ど
全
て
が
地
縁
的
表
現
を
と
る
の
と
全
く
対
照
的
力
、
こ
の
こ
と
は
熊
野
御
師

先
達
が
、
－
新
た
に
拾
頭
し
つ
つ
あ
る
多
数
の
農
民
、
商
人
の
獲
得
に
、
十
分
成
功
を
収
め
得
な
か
っ
た
事
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
伊



勢
、
熊
野
両
社
の
参
詣
の
今
後
の
盛
衰
が
卜
さ
れ
る
。
し
か
も
、
熊
野
が
最
も
恵
み
と
す
る
東
国
に
於
て
、
農
民
は
隷
属
性
が
特
に
強
く
、
従

っ
て
身
分
的
に
経
済
的
に

E
那
資
格
に
一
一
層
乏
し
か
っ
た
こ
と
は
熊
野
御
師
の
不
幸
を
更
に
深
刻
な
ら
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
彼
等
東
国
農

民
は
仮
に
日
一
那
と
な
り
得
た
と
し
て
も
そ
の
遠
隔
性
に
阻
れ
て
、
容
易
に
参
詣
を
成
就
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
人
々
が
日
一
那
と
し
て
、
年

々
一
定
の
経
済
的
寄
与
を
御
師
先
達
に
為
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
参
詣
に
依
っ
て
一
段
と
彼
等
を
潤
お
す
こ
と
、
そ
こ
に
始
め
て
日
一
那
と

し
て
の
経
済
的
価
値
が
主
ず
る
。
従
っ
て
逆
に
あ
る
武
士
一
族
乃
至
あ
る
地
域
の
日
一
那
の
経
済
的
価
値
の
低
さ
は
、
旦
那
自
身
の
経
済
力
の
低

さ
と
か
、
広
さ
の
割
合
に
穆
透
度
が
浅
く
、
臼
一
那
実
数
の
寡
少
で
あ
る
か
、
彼
等
旦
那
が
稀
に
し
か
参
詣
し
な
い
等
伺
れ
か
の
理
由
に
帰
著
す

る
で
あ
ろ
う
。
銀
上
の
熊
野
旦
那
の
売
買
価
格
の
低
さ
も
亦
同
様
の
事
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
御
師
の
旦
那
並
に
参
詣
者
の
大
半
が
一
部
の
武
士
に
限
ら
れ
、
身
分
的
、
経
済
的
成
長
を
遂
げ
て
や
が
て
武
士
に
代
り
参
詣
界
の

王
座
に
の
し
昇
ろ
う
と
す
る
民
衆
を
、
容
易
に
そ
の
陣
列
に
加
え
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
等
に
熊
野
詣
で
を
し
て
出
滞
の
一
路
を
辿
ら
し
む

る
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
そ
の
上
、
熊
野
詣
で
の
質
的
退
佑
が
、
熊
野
詣
で
の
今
後
の
進
路
に
暗
影
を
投
ず
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
当
時
の
人
々
に
と
り
、
旅
は
一
般
に
空
控
に
於
る
稀
有
な
体
験
で
あ
り
、
そ
の
機
会
も
少
い
か
ら
、

一
旦
旅
に
出
れ
ば
、
出
来
る

だ
け
多
く
を
見
、

E
つ
多
数
の
社
寺
に
参
詣
し
よ
う
と
す
る
希
望
が
強
い
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
の
熊
野
参
詣
者
も
亦
、
先
述
の
如
く
郷
土
と
熊
野
と
を
直
線
的
に
往
還
し
た
の
で
は
な
く
、
他
社
寺
及
び
京
都
等
に
立
廻
る
者
が

多
い
。
こ
の
傾
向
は
南
北
朝
以
降
も
同
様
で
、
熊
野
参
詣
が
往
々
熊
野
巡
礼
と
呼
ば
れ
碍
中
に
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
熊
野
参
詣

は
、
伊
勢
参
宮
乃
至
高
野
詣
等
と
一
緒
に
行
わ
れ
る
例
が
多
い
の
で
あ
杭
「
そ
の
際
、
問
題
は
参
詣
の
主
目
標
が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
鎌
倉
時
代
の
熊
野
詣
者
が
他
社
寺
を
巡
歴
し
て
も
、
そ
れ
は
熊
野
詣
の
次
で
を
利
用
し
た
に
す
ぎ
ず
、
眼
目
は
あ
く
迄
で
熊
野
に
あ
っ
た

が
、
南
北
朝
以
降
は
逆
転
し
て
い
る
場
合
が
多
い
様
で
あ
る
。

例
え
ば
、
先
掲
陸
奥
入
槻
文
書
の
数
点
の
過
書
は
、
文
書
伝
来
者
入
槻
民
の
熊
野
先
達
の
身
分
か
ら
し
て
、
熊
野
詣
関
係
者
に
与
え
ら
れ
た

熊
野
詣
で
’
の
衰
額

ムハ七



熊

野

潟

で

の

衰

頚

過
書
と
解
し
て
支
障
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
ど
の
一
通
と
し
て
熊
野
詣
で
と
明
記
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
そ
の
目
的
に
は
何
れ
も

六
八

下
向
、
上
洛
、
参
宮
則
ち
伊
勢
参
宮
等
と
記
載
さ
れ
て
お
る
点
よ
り
し
て
、
熊
野
詣
で
は
、
そ
れ
ら
の
次
で
に
行
わ
れ
た
副
次
的
な
行
動
に
過

ぎ
な
い
様
で
あ
る
。
天
正
初
年
、
島
津
氏
重
臣
日
向
上
井
覚
兼
が
、
伊
勢
、
熊
野
両
参
詣
を
名
目
と
し
て
重
職
の
解
任
方
を
申
請
し
た
が
、
当

時
島
津
民
家
臣
団
の
参
宮
風
潮
と
、
彼
自
身
の
強
い
伊
勢
信
仰
よ
り
出
向
し
て
、
主
眼
が
伊
勢
参
宮
に
置
か
れ
た
事
は
疑
な
い
。
叉
同
じ
頃
、
毛

利
民
家
臣
玉
木
吉
保
の
伊
勢
、
熊
野
、
高
野
山
詣
も
、
そ
の
出
発
時
の
彼
の
自
伝
の
、

廿
四
才
ハ

能
折
節
ト
寄
シ
、
伊
勢
参
宮
ニ
思
立

世
間
無
事
ナ
レ
ハ

と
の
叙
述
に
依
れ
ば
、
亦
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
中
肢
末
に
於
け
る
熊
野
参
詣
者
の
中
に
は
熊
野
詣
で
を
目
標
と
せ
ず
、
伊
勢
参
宮
等
の
次
い
で
に
行
う
者
が
少
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
熊
野
は
、
伊
勢
参
宮
街
道
に
当
面
す
る
訳
で
な
く
、
相
当
な
迂
回
と
難
行
と
を
必
要
と
し
た
か
ら
、
熊
野
詣
で
が
た
と
い
副
次
的
行

動
と
し
て
も
、
そ
こ
に
信
仰
的
熱
情
の
存
在
は
否
定
さ
れ
な
い
が
、
や
は
り
か
か
る
傾
向
は
今
後
の
熊
野
詣
で
の
展
開
に
対
し
、

を
投
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

1
）
 

拙
稿
、
院
の
熊
野
調
（
歴
史
地
理
八
八
ノ
二
及
ぴ
d

中
世
に
於

る
熊
野
信
仰
の
発
展
（
史
淵
第
八
五
号
）

国
阿
上
人
絵
伝
。

拙
稿

M

中
世
の
伊
勢
講
d

（
社
会
経
済
史
学
一
一
一
一
ノ
ニ
）

室
町
初
期
将
軍
の
女
房
等
に
か
な
り
盛
ん
な
参
討
が
あ
っ
た
（
熊

野
初
日
記
）
近
く
拙
殺
に
て
発
表
予
定

補
蓬
京
華
外
集

奥
家
文
書
、
元
亀
二
年
三
月
十
二
日
、
亀
井
重
清
書
状
。

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

一
つ
の
暗
影

（7
）
二
階
堂
文
書
、
応
永
三
十
一
年
三
月
十
円
先
達
慶
真
願
文
。

（8
）
結
城
文
書
一
一
、
嘉
吉
元
年
七
月
五
日
記
録
。

（9
）
八
槻
文
書
一
、
寛
正
三
年
九
月
廿
八
日
過
書
。

（
叩
）
同
文
明
十
年
九
月
品
川
日
幕
府
過
害
。

（
日
）
同
二
、
明
応
四
年
八
月
十
五
日
幕
府
過
昔
。

（
ロ
）
同
明
応
七
年
壬
十
月
十
日
長
尾
能
景
過
番
。

（
日
）
同
永
正
六
年
七
月
十
日
結
城
政
盛
過
請
。

（H
）
八
槻
文
書
十
月
十
八
日
神
保
氏
過
書
。

（
江
川
）
同
七
月
廿
六
日
越
前
国
某
過
書
。



（
以
上
の
二
点
は
史
料
編
纂
所
未
採
訪
分
筆
者
昭
和
三
十
二
年
十
一

月
採
訪
の
も
の
）

（
時
）
八
槻
文
書
二
、
永
正
二
年
七
月
竹
三
日
秀
栄
、
善
順
奉
書
。

（
口
）
同
一
二
、
享
禄
二
年
五
月
廿
八
日
秀
栄
伏
延
奉
書
。

（
路
）
同
四
、
六
月
一
目
前
下
野
守
直
家
書
状
。

（
ω）
綱
軒
文
書
纂
七
二
、
石
川
修
験
大
成
院
文
書
。

（
却
）
背
骨
西
氏
の
く
ま
の
制
で
は
直
接
実
証
さ
れ
な
い
が
、
中
世
米
幾
度

か
西
国
巡
私
及
び
そ
の
外
の
物
詣
で
に
出
掛
け
て
い
る
事
実
が
あ

る
o
則
ち
天
文
五
年
の
頃
皆
西
清
定
、
か
、
へ
比
一
一
額
一
臨
時
十
守
）
次
で

天
文
十
一
年
頃
葛
西
某
が
（
帥
時
同
府
）
坂
東
、
秩
父
、
西
国
の
百

4
2品
小
中
小
、

ケ
所
巡
礼
を
行
っ
て
お
り
、
更
に
こ
の
後
、
永
禄
十
二
年
頃
の
薦

問
附
胤
害
状
に
は
、
物
問
之
望
以
不
図
及
上
洛
候
：
：
：
（
伊
達
家

文
書
一
、
二
四
八
号
文
書
〔
永
禄
十
二
年
か
〕
壬
五
月
廿
六
日
葛

西
晴
胤
書
状
）
と
あ
る
の
に
は
、
葛
西
氏
と
熊
野
と
の
関
係
か
ら

し
て
熊
野
新
で
も
亦
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

潮
崎
八
百
主
文
書
乾
、
応
安
八
年
二
月
十
六
日
幸
弁
真
貞
等
願

文六
蔵
寺
過
去
帳
。

内
山
文
書
十
月
二
日
、
実
景
過
書
。

満
済
准
后
日
記
、
永
享
七
年
三
月
十
一
日
、
十
八
日
。

間
藤
文
書
所
収
紀
州
願
成
寺
勧
進
帳
奥
書
。

米
良
文
書
四
、
長
禄
二
年
壬
正
月
十
七
日
先
達
弓
蔵
坊
浄
春
等

願
文
。

建
内
記
、
嘉
吉
一
元
年
四
月
八
日
。

（幻）
（幻）

（泣）
（お）

（担）
（話）

（部）

熊

野

詣

で

の

衰

預

（
部
）

（却）

二
階
堂
文
書
、
永
正
八
年
三
月
三
日
先
達
十
河
証
状
。

小
田
原
古
官
官
邸
幽
学
荘
舎
同
録
三
号
に
永
徳
二
年
三
月
四
日
、
応

永
廿
二
年
二
月
汁
三
日
の
外
、
応
永
け
凶
年
、
廿
九
年
、
三
十
二

年
、
永
享
八
年
、
文
安
一
苅
年
の
参
詣
関
係
文
書
あ
り
、
外
に
尚
、

豊
田
武
氏
紹
介
（
日
本
歴
史
一

O
O号
）
の
昭
和
廿
八
年
熊
野
展

出
陳
文
書
に
も
あ
る
。
於
東
横
百
貨
店

熊
野
先
達
（
国
史
学
六
O
）

空
善
記

身
白
鏡
。

米
良
文
書
四
、
党
正
二
年
九
月
十
六
円
善
成
房
売
券
。

潮
崎
稜
威
主
文
有
二
、
文
明
十
五
年
卯
月
十
二
日
福
寿
借
用
状
。

岡

三

、

明

応

七

年

九

月

け

日

玉

井

快

助

売

券

潮
崎
万
良
文
書
、
明
応
八
年
六
月
七
日
く
ま
叉
三
郎
売
券
。

潮
崎
稜
威
主
文
書
一
二
、
明
応
八
年
八
月
廿
八
日
仙
良
院
宥
助
旦
那

売
券
。

潮
崎
八
百
主
文
書
乾

券。同

（却）
（
況
）

（担）
（
回
）

（担）
（お）

（お）
（幻）

（お）

明
応
九
年
十
二
月
五
日
川
賀
坊
大
夫
売

（却）
（

ω）
 

永
正
五
年
二
月
廿
日
き
つ
乙
う
庵
売
券
。

潮
崎
稜
威
主
文
書
五
、
天
文
十
八
年
一
二
月
十
九
日
多
門
坊
口
源
売

券
外
に
も
あ
り
。

神
山
間
徴
古
館
農
業
館
文
書
二
、
天
文
九
年
五
月
吉
日
米
屋
与
三
郎

御
師
職
売
券
。

潮
崎
八
百
主
文
書
坤
、
天
正
十
年
三
月
廿
二
日
実
報
院
実
勢
売

券。

（

H
U
）
 

（必）

六
九



熊

野

認

で

の

衰

類

七。

（必）

干
恒
卿
記
、
大
永
五
年
八
月
四
日
石
川
文
書
。
永
禄
十
二
年
八
月

四
日
北
条
氏
朱
印
状
外
前
山
内
奥
家
文
書
。

伊
勢
参
宮
と
熊
野
詣
で
の
同
時
巡
拝
は
、
例
え
ば
南
北
朝
の
頃
国

阿
（
国
阿
上
人
絵
伝
）
、
文
明
の
頃
禅
僧
（
庶
軒
目
録
文
明
十
八
年

八
月
九
日
）
、
中
山
宣
親
（
十
輪
院
内
府
記
長
享
元
年
三
月
十
一

日
）
及
島
津
氏
重
臣
上
井
覚
兼
の
計
繭
（
上
井
覚
兼
日
記
天
正
十

一
年
六
月
十
四
日
）
、
伊
勢
、
高
野
、
熊
野
巡
拝
は
、
明
応
の
頃

信
濃
仁
科
明
盛
（
仁
科
城
主
御
代
々
）
、
天
正
三
佳
毛
利
家
玉
木

吉
田
体
（
身
自
鏡
）
。

拙
稿
近
世
初
頭
の
伊
勢
参
宮
（
日
本
暦
史
九
七
、
九
八
、
九
九
）

身
自
鏡
、
更
に
彼
の
伊
勢
神
宮
、
高
野
山
両
者
と
熊
野
と
の
関
係

に
は
、
明
か
に
相
遠
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
伊
勢
参
宮
は
、

七
月
三
日
ニ
ハ
御
伊
勢
へ
著
ケ
リ
、
高
向
日
大
夫
所
宿
坊
也
、

昔
ヨ
リ
子
細
旦
那
ナ
レ
ハ
馳
走
奔
走
不
斜
、

と
あ
り
、
叉
高
野
山
で
も
、

宿
坊
ハ
実
相
院
ノ
藤
ノ
坊
ニ
者
、
型
ハ
普
ヨ
リ
大
旦
那
ナ
レ

と
、
玉
木
家
は
、
伊
勢
御
師
、
高
野
山
宿
坊
と
は
普
か
ら
現
在
迄

師
且
関
係
が
容
続
し
、
そ
の
参
出
川
も
現
実
の
生
き
た
信
仰
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
熊
野
で
は
こ
れ
と
や
や

異
り
、神

前
ノ
祈
念
ニ
ハ
前
畑
地
三
所
、
権
現
ハ
先
祖
ノ
鎮
守
－
一
テ
御
座

有
ケ
レ
パ

と
あ
り
、
か
つ
て
昔
時
の
関
係
を
説
く
の
み
で
、
既
に
現
在
は
関

係
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
参
討
も
縦
彼
の
信
仰
に
出
る
よ
り
は
、

先
祖
の
鎮
守
と
い
う
過
去
の
因
縁
だ
け
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
熊
野
信
仰
、
参
討
の
衰
類
し
つ
つ
あ
る
姿
を
見
る
事
が
川
来

る
で
あ
ろ
う
。

（
斜
）

（必）
（必）

我
国
の
神
社
の
中
に
は
、
八
幡
社
の
武
神
、
住
吉
社
の
和
歌
の
神
、
航
路
の
神
の
如
く
、
特
有
の
霊
験
を
以
て
世
に
著
閲
さ
れ
た
祭
神
も
少

く
な
い
が
、
か
か
る
機
能
神
的
性
格
は
必
ら
ず
し
も
、
神
社
一
般
の
通
性
と
は
断
じ
難
い
。
熊
野
神
等
も
機
能
神
的
性
格
は
比
較
的
稀
薄
で
、

む
し
ろ
信
仰
内
容
が
誰
に
で
も
向
く
、
極
め
て
多
面
的
で
あ
る
こ
と
が
、
強
力
な
宣
伝
組
織
、
参
詣
者
の
受
入
体
制
、
即
ち
先
達
、
御
師
組
織

等
の
発
達
と
相
倹
っ
て
、
熊
野
信
印
の
偉
大
な
進
出
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
熊
野
信
仰
に
代
る
新
信
仰
が
興
隆
し
、
御
師
、
先
達

組
織
が
崩
壊
す
る
時
、
熊
野
信
仰
並
に
熊
野
詣
で
衰
頚
の
危
険
信
号
が
掲
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
生
ず
る
。



熊
野
が
闘
に
早
く
古
代
末
に
遭
遇
し
た
経
済
危
機
を
、
大
半
の
社
寺
は
、
お
く
れ
て
鎌
倉
末
以
降
の
荘
園
制
の
衰
顔
、
崩
壊
期
に
至
っ
て
迎

え
た
が
、
か
か
る
危
機
の
克
服
手
段
の
一
っ
と
し
て
、
彼
等
は
先
輩
熊
野
同
様
、
信
仰
の
普
及
と
参
詣
者
の
誘
致
と
を
競
う
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
新
興
社
寺
の
進
出
に
よ
る
熊
野
信
仰
、
参
詣
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
が
、
特
に
伊
勢
信
仰
発
展
に
依
る
影
響
が
軽
視
さ
れ
ぬ
も
の
の
様

で
あ
る
。
か
つ
て
詳
述
し
た
如
く

w

伊
勢
神
宮
の
国
主
神
的
神
格
と
御
師
の
活
躍
と
に
依
り
、
伊
勢
信
仰
は
鎌
怠
末
以
降
、
地
域
、
階
層
、
宗

派
を
超
え
て
広
汎
に
普
及
し
、
参
宮
量
4
0
亦
年
々
上
昇
し
、
特
に
室
町
中
末
期
に
於
て
著
し
か
っ
た
。
し
か
も
、

既
に
、
平
安
末

n
長
抱

勘
文
a

に
伊
勢
、
熊
野
同
体
説
が
有
力
で
あ
っ
た
如
く
、
両
社
聞
に
は
信
仰
的
な
近
縁
関
係
が
昆
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伊
勢
信
仰
の
躍
進

は
、
既
成
の
熊
野
信
仰
の
進
路
に
何
ら
か
の
否
定
的
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
か
か
る
伊
勢
信
仰
進
出
に
依
る
、
熊
野
信
仰
後

退
の
具
体
例
と
し
て
土
佐
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
土
佐
は
熊
野
信
仰
の
有
力
地
盤
の
一
つ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
高
岡
郡
で
は
、
熊
野
信
仰
は
津

野
地
方
に
早
く
か
ら
拡
り
、
領
主
津
野
民
は
、
元
弘
の
頃
熊
野
御
師
の

E
那
で
あ
る
外
、
当
所
熊
野
社
に
は
、
建
武
五
年
同
氏
奉
納
の
棟
札
を

蔵
し
、
専
ら
当
社
の
再
建
に
当
っ
て
い
む
戸
更
に
隣
郡
幡
多
郡
ち
亦
、
古
来
熊
野
信
仰
の
進
出
地
で
あ
っ
た
3

康
暦
前
後
以
来
、
幡
多
郡
中
村

は
一
熊
野
御
師
の
縄
張
に
数
え
ら
れ
た
匁
同
郡
足
摺
崎
金
剛
福
寺
は
、
応
永
年
間
幡
多
荘
内
諸
旦
那
の
熊
野
参
詣
先
達
職
を
有
し
、
鎮
守
神

と
し
て
熊
野
権
現
を
勧
請
し
一
日
目
か
く
の
如
く
室
町
初
期
迄
に
、
土
佐
、
わ
け
で
も
高
岡
、
幡
多
両
郡
の
熊
野
信
何
の
発
展
に
は
、
相
当
見
る

べ
き
も
の
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
明
瞭
で
な
い
。
反
っ
て
、
こ
れ
に
代
る
も
の
が
、
伊
勢
信
仰
の
顕
著
な
進
出
で
あ
る
。

先
の
高
岡
郡
樟
野
地
方
に
は
、
伊
勢
御
師
北
氏
の
勢
力
が
及
び
、
天
文
五
年
頃
に
は
、
数
十
ケ
村
と
数
百
名
の
武
士
層
を
地
盤
佑
す
る
迄
に
至

っ
て
お
り
、
更
に
天
正
前
後
に
は
、
そ
の
聞
か
ら
多
数
の
参
宮
者
が
見
ら
れ
た
。
更
に
幡
多
郡
で
も
応
仁
、
文
明
の
頃
、
摂
関
家
一
条
民
の
中

村
入
部
等
を
機
縁
と
し
て
、
伊
勢
信
仰
が
拡
ま
り
、
農
民
の
相
次
ぐ
参
宮
が
あ
っ
た
。
足
摺
崎
金
剛
福
寺
附
近
で
も
、
享
禄
前
後
、
鯨
波
を
胃

し
遥
々
参
宮
し
て
生
命
巻
失
う
者
あ
り
、
為
に
今
迄
の
熊
野
神
社
に
代
り
伊
勢
両
宮
を
勧
請
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
既
成
の
熊
野
信
仰
地
盤
に
対
す
る
、
伊
勢
信
仰
の
新
た
な
進
出
を
物
語
る
も
の
の
様
に
思
わ
れ
る
が
、
乙
れ
は
奥
州
等
を
除
き
、
少
く

熊

野

詣

で

の

衰

頚

七



熊
野
詣
で
の
衰
類

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
い
勺
更
に
こ
の
外
、
各
地
に
見
ら
れ
る
熊
野
道
者
、
熊
野
先
遂
の
伊
勢
御
師
の

E
那
佑
等
も
亦
、
熊
野
信
仰
の
地

盤
に
惨
透
し
つ
つ
あ
る
伊
勢
信
仰
発
展
の
一
様
相
で
は
あ
る
ま
い
的
。
こ
の
よ
う
に
伊
勢
信
仰
又
は
そ
の
他
の
信
仰
の
進
出
に
依
り
、
熊
野
信

七

仰
の
既
成
の
地
盤
が
つ
き
崩
さ
れ
る
と
い
う
事
は
す
く
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
が
過
大
評
価
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
ず
、

一
方

に
於
て
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
熊
野
の
地
方
勧
請
も
亦
多
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
世
末
以
降
の
熊
野
詣
で
の
衰
預
は
信
仰
自
体
よ

り
も
む
し
ろ
そ
の
他
に
原
因
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
に
永
年
熊
野
詣
で
の
発
展
に
主
導
的
役
割
を
演
じ
て
き
た
山

伏
先
達
の
変
質
が
、
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

中
世
末
期
に
於
る
山
伏
、
先
達
の
定
住
伽
ピ
山
伏
の
斗
薮
回
避
、
修
験
道
一
般
の
衰
頚
が
相
当
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
伏
リ
先

達
に
参
詣
者
の
把
捉
と
誘
致
と
を
依
存
し
て
い
た
熊
野
山
に
と
り
、
少
か
ら
ぬ
打
撃
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
文
前
後
と
推
測
さ
れ
る
が
住

心
院
文
書
u

三
月
廿
一
日
源
春
並
に
杉
本
坊
の
連
著
書
状
に
、

相
横
国
大
山
修
験
道

近
年
乱
候
故

大
峯
修
行
之
者

然
々
無
之

と
あ
り
、
か
か
る
大
峯
修
行
減
退
の
結
果
か
、
大
峯
で
は
、

宿
々
或
退
転
或
及
大
破
・
・
・

の
状
態
に
陥
っ
た
。
熊
野
で
も
、
天
正
六
年
陸
奥
大
祥
院
及
び
出
羽
陸
奥
の
熊
野
年
行
事
に
、
修
行
道
の
退
転
を
説
、
喝
さ
、
国
中
を
催
し
て
年
々

こ
の
道
に
専
心
す
べ
し
と
担
え
て
い
る
。

か
く
の
如
く
、
斗
薮
の
減
退
、
修
験
道
の
衰
徹
、
山
伏
H
H
先
達
の
定
住
佑
は
、
自
然
彼
等
を
し
て
熊
野
本
山
よ
り
遠
ま
か
ら
し
む
る
が
、
更

に
熊
野
先
達
が
、
伊
勢
御
師
の
旦
那
と
な
り
、
叉
は
、
伊
勢
そ
の
他
諸
社
寺
の
先
達
等
を
兼
務
し
た
の
は
、
こ
の
傾
向
を
促
進
す
る
一
因
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
更
に
、
熊
野
山
伏
、
先
達
は
従
来
熊
野
山
、
聖
護
院
等
の
統
制
下
に
ゐ
っ
て
、
現
地
封
建
領
主
の
支
配
か
ら
独
立
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
大
名
に
よ
る
分
権
的
封
建
制
の
進
捗
に
伴
い
、
自
然
大
名
は
彼
等
先
達
、
山
伏
に
強
力
な
統
制
の
手
を
及
ぼ
す



に
至
っ
た
。
こ
の
事
は
熊
野
山
聖
護
院
と
山
伏
H
先
達
閣
の
階
統
関
係
に
、
く
さ
び
を
打
込
ひ
結
果
を
来
し
た
で
あ
ろ
一
枚
か
つ
て
全
国
的
に

分
布
し
て
民
衆
と
熊
野
と
の
仲
介
的
役
割
を
果
し
、
参
詣
者
の
誘
致
を
担
当
し
た
先
達
が
、
か
く
し
て
熊
野
山
の
支
配
か
ら
脱
溶
し
つ
つ
あ
る

事
実
は
、
熊
野
信
仰
、
参
詣
発
展
の
為
の
、
有
力
な
末
端
機
構
の
衰
微
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
か
か
る
危
機
に
際
し
て
、
熊
野
側
で
も

種
々
対
策
を
講
じ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
よ
り
先
、
文
明
十
八
年
、
熊
野
三
山
検
校
、
聖
護
院
准
后
道
興
が
、
広
く
東
国
を
巡
歴
し
、

山
伏
、
先
達
と
会
同
し
、
そ
の
家
に
泊
り
を
重
ね
た
の
は
、
そ
の
意
図
は
兎
も
角
と
し
て
、
結
果
的
に
熊
野
信
仰
の
有
力
拠
点
東
国
の
山
伏
、

先
達
と
熊
野
と
の
き
づ
な
を
強
佑
し
、
地
盤
固
め
に
相
当
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
乍
、
そ
の
後
の
先
達
の
離
反
、
脱
落

等
は
、
当
時
の
熊
野
参
詣
の
低
調
佑
を
一
つ
の
機
縁
と
す
る
と
共
に
、
熊
野
参
詣
の
今
後
の
展
開
に
暗
影
を
投
ず
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当

時
、
伊
勢
神
宮
で
は
多
数
の
御
師
が
活
躍
し
、
連
年
縄
張
を
巡
歴
し
て
旦
那
と
の
緊
密
な
関
係
を
不
断
に
保
つ
と
共
に
、
熊
野
先
達
及
び
地
方

寺
院
を
抱
き
込
ん
で
、
己
が
先
遥
佑
し
つ
つ
、
そ
の
勢
力
の
拡
大
を
着
々
実
現
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
御
師
自
身
の
巡
歴
こ
そ

は
、
戦
国
時
代
戦
乱
の
全
国
佑
に
よ
り
、
中
央
地
方
聞
乃
至
地
方
相
互
間
の
聯
絡
、
交
渉
の
杜
絶
し
勝
ち
な
社
会
状
勢
下
に
於
て
、
地
盤
の
維

持
、
拡
張
の
為
に
は
不
可
欠
な
手
段
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
か
か
る
巡
歴
は
ひ
と
り
伊
勢
神
宮
の
み
な
ら
ず
、
当
時
富
士
山
、
白
山
、
彦
山
そ
の

他
の
神
社
で
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
硫
P

し
か
し
乍
、
熊
野
で
は
御
師
の
廻
国
の
体
制
が
生
れ
ず
、
御
師
は
遂
に
山
を
出
る
事
な
く
、
し
か
も
地

方
機
関
先
達
が
離
脱
し
つ
つ
あ
り
、
従
っ
て
御
師
の
自
由
な
活
動
は
妨
げ
ら
れ
、
半
身
不
随
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
地
方
信
者

と
熊
野
山
と
の
連
絡
は
絶
た
れ
勝
ち
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
熊
野
山
が
伊
勢
神
宮
そ
の
外
、

一
般
諸
社
寺
の
布
教
の
熱
意
と
努
力
の
前
に
圧
倒
さ

れ
、
次
第
に
時
流
か
ら
取
残
さ
れ
て
行
く
の
は
一
つ
の
必
然
的
な
運
命
で
あ
ろ
う
。

更
に
室
町
時
代
に
於
け
る
熊
野
詣
で
の
低
調
、
不
振
、
更
に
は
衰
類
の
一
因
は
、
し
か
も
露
大
な
一
因
は
、
そ
の
地
盤
の
地
域
性
に
み
る
。
則

ち
平
安
末
か
ら
中
世
初
頭
貴
族
の
信
仰
参
詣
以
後
、
そ
の
主
要
地
盤
は
、
東
国
武
士
層
を
中
心
と
す
る
遠
隔
後
進
地
区
で
あ
っ
た
。
か
か
る
地

域
は
熊
野
よ
り
遠
い
だ
け
で
な
く
、

一
般
に
生
産
力
が
低
く
、
農
民
の
隷
属
性
が
強
く
且
つ
貧
し
い
。
従
っ
て
彼
等
は
、
御
師
、
先
達
と
の
師

熊
野
詣
で
の
衰
類

七



熊

野

詣

で

の

衰

類

七
回

E
関
係
に
依
っ
て
熊
野
山
と
の
信
仰
的
聯
り
を
持
ち
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
信
仰
を
参
詣
と
し
て
実
践
化
す
る
事
は
容
易
で
な
い
。
伊
勢
参
宮

の
場
合
に
於
て
明
か
な
如
句
γ

生
産
力
の
高
い
、
農
民
解
放
の
早
い
先
進
地
区
畿
内
地
域
に
於
て
は
、
多
数
の
農
民
、
商
人
が
参
宮
に
参
加

し
、
伊
勢
参
宮
発
展
の
有
力
な
支
柱
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
乍
伊
勢
参
宮
で
も
畿
内
以
外
か
ら
は
二
般
農
民
の
参
加
は
極
め
て
低
調

で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
推
し
て
も
、
東
国
の
農
民
が
容
易
に
熊
野
詣
で
が
出
来
な
い
事
は
明
か
で
、
前
掲
室
町
期
に
於
る
東
国
参
詣
の
例
も
全

て
武
士
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
か
る
東
園
地
方
を
主
要
な
地
盤
と
す
る
限
り
、
参
詣
者
は
武
士
、
地
侍
層
等
に
限
ら
れ
、
農

民
は
容
易
に
参
加
し
得
な
い
。
し
か
も
、
先
掲
御
師
、
先
達
の
師
且
関
係
文
書
よ
り
す
れ
ば
、
武
士
の
参
詣
す
ら
停
滞
、
低
調
佑
し
つ
つ
あ
る

模
様
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
般
参
詣
界
の
趨
勢
に
逆
行
し
て
、
熊
野
詣
で
の
不
振
、
衰
粛
の
危
険
性
が
あ
る
。
熊
野
詣
で
の
衰
頚
は
、
次
代
の
江

戸
時
代
に
入
れ
ば
極
め
て
明
確
の
現
象
と
な
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
江
戸
時
代
に
始
る
の
で
は
な
く
、
既
に
中
世
末
期
に
顕
在
佑
し
つ
つ
あ

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
外
に
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
国
時
代
に
於
る
大
名
と
の
接
触
、
結
合
の
一
般
的

不
成
功
弁
に
、
熊
野
信
仰
の
有
力
な
支
持
者
東
国
武
士
の
相
次
ぐ
没
落
で
あ
ろ
う
。

別
に
論
じ
た
如
く
、
戦
国
期
以
降
、
江
戸
時
代
の
伊
勢
参
白
山
高
野
詣
の
で
発
展
に
は
、
剖
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
有
力
な
一
因

は
、
戦
国
大
名
と
の
密
接
な
結
合
の
成
功
に
あ
る
。
伊
勢
御
師
、
高
野
宿
坊
は
、
実
に
多
数
の
大
名
へ
の
布
教
に
成
功
し
、
彼
等
の

E
那
佑
に

依
り
、
大
名
個
人
の
莫
大
な
財
政
的
援
助
を
得
る
と
共
に
、
大
名
支
配
下
の
多
数
の
家
臣
、
領
民
を
同
時
に
地
盤
佑
し
、
彼
等
を
参
詣
に
誘
致

す
る
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
熊
野
御
師
、
先
達
が
、
伊
勢
御
師
、
高
野
宿
坊
の
如
く
、
戦
国
大
名
と
よ
く
提
携
し
得
た
な
ら
ば
、
大
名
個
人

の
参
詣
の
外
、
家
臣
、
領
民
の
参
詣
を
実
現
し
得
た
で
あ
ろ
う
が
、
先
述
の
如
く
御
師
、
先
達
等
の
無
力
伯
に
依
り
、
彼
等
は
よ
く
大
名
ぞ
把

（
川
崎
）

握
し
得
ず
、
為
に
熊
野
と
大
名
と
の
提
携
は
極
め
て
低
調
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
、
き
、
大
名
と
の
結
合
の
不
援
は
、
熊
野
信
仰
、
参
詣
の
今
後

の
進
路
を
決
定
す
べ
き
重
要
な
目
安
と
な
ろ
う
。

更
に
こ
の
意
味
に
於
て
、
こ
れ
と
劣
ら
ぬ
も
の
に
、
熊
野
御
師
の
最
有
力
地
盤
、
東
国
の
国
人
層
H
中
小
豪
族
の
相
次
ぐ
没
落
が
あ
っ
た
。



室
町
中
期
迄
熊
野
御
師
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
に
結
城
、
田
村
、
葛
西
、
大
崎
、
石
川
民
等
奥
羽
の
国
人
層
が
あ
る
が
、
彼
等
の
今
後
の
運
命
の
展

開
如
伺
に
、
熊
野
信
仰
の
盛
衰
の
一
端
が
懸
け
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
則
ち
彼
等
が
若
し
も
、
そ
の
後
戦
国
大
名
へ
と
成
長

し
得
た
な
ら
ば
、
熊
野
信
仰
並
に
熊
野
詣
で
の
発
展
に
と
り
好
ま
し
い
結
果
が
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
重
代
に
一
且
り
熊
野
信
仰
を
伝

持
し
た
彼
等
東
国
国
人
層
の
過
半
が
、
戦
国
大
名
に
発
展
す
る
こ
と
な
く
、
反
っ
て
戦
国
大
名
に
併
呑
さ
れ
、
没
落
し
去
っ
た
の
は
、
熊
野
に

と
り
重
な
る
不
幸
な
事
件
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
売
買
価
格
百
貰
文
と
い
う
熊
野
日
一
那
に
稀
な
経
済
価
値
の
高
い
奥
州
葛
西
氏
は
、
同
じ
く
熊
野

の
日
一
那
大
崎
民
と
共
に
、
北
小
別
民
征
伐
の
不
参
加
を
理
由
に
、
秀
吉
に
よ
り
領
地
を
没
収
さ
れ
た
。
八
槻
民
の
旦
那
白
河
の
結
城
義
親
又
同
じ

運
命
に
際
会
し
て
後
、
伊
達
民
に
服
属
し
、
叉
同
じ
く
結
城
民
と
相
並
ぶ
南
奥
の
有
力
旦
那
石
川
氏
亦
こ
の
前
後
に
没
落
し
去
っ
た
。
更
に
田

村
氏
ち
亦
そ
の
頃
伊
達
政
宗
に
屈
服
し
、
ほ
ぽ
同
じ
運
命
を
辿
る
に
至
仏
国
3

か
く
の
如
く
、
熊
野
信
仰
並
に
御
師
の
最
有
力
基
盤
、
東
国
国

人
層
の
相
次
ぐ
没
落
、
滅
亡
は
亦
、
今
後
の
熊
野
信
仰
、
参
詣
の
針
路
の
前
に
立
塞
る
赤
信
号
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

グ
中
世
の
伊
勢
参
宮
d

（
国
民
生
活
史
研
究
一
所
収
）

潮
崎
稜
威
主
文
脊
て
元
弘
三
年
三
月
十
三
日
高
吉
目
安
。

津
野
氏
家
系
考
証
。

潮
崎
稜
威
主
文
樹
一
、
以
雌
元
年
十
二
月
汁
H
清
水
清
民
日
那
波

状
、
応
永
竹
二
年
十
一
月
十
日
幸
総
売
券
。

金
剛
一
禍
寺
文
書
、
応
永
什
五
年
三
月
汁
七
日
機
律
師
慶
法
一
挙
書
。

神
宵
文
庫
蹴
来
旧
文
持
及
び
同
文
汚
所
収
一
大
正
十
四
年
日
那
帳
。

拙
稿
。
近
世
初
頭
の
伊
勢
参
官
。
（
日
本
歴
史
九
七
、
九
八
、
九
九

号）金
制
福
寺
縁
起
。

奥
羽
地
方
は
、
加
賀
と
共
に
、
室
町
時
代
に
於
て
、
伊
勢
御
師
の

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

熊

野

指

で

の

衰

頒

（

ω）
 

（日）（ロ）（日）
（

M
）
 

進
出
の
形
跡
の
な
い
僅
か
な
国
の
一
つ
で
あ
る
。
伊
勢
信
仰
の
熊

野
信
仰
へ
の
地
般
の
進
出
は
、
地
万
の
熊
野
社
が
神
明
社
に
変
る

と
い
う
事
実
の
中
に
も
制
加
わ
れ
る
。
武
球
足
立
郡
上
野
村
熊
野
社

が
後
に
神
明
社
と
な
っ
た
（
萩
原
龍
夫
氏
、
近
附
祭
記
団
山
川
文
序

説
、
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
第
問
号
）
例
は
外
に
も

多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
明
か
に
さ
れ
な
い
。

拙
稿

M

熊
野
先
遥
d

o

（
国
史
学
六
O
号）

和
歌
森
太
郎
氏
、
修
験
道
史
研
究
第
四
章
第
一
節
。

若
王
子
神
社
文
書
二
、
七
月
廿
四
日
某
条
書
。

石
川
文
書
、
三
月
五
円
鎮
乗
．
快
弘
連
署
状
。

例
え
ば
、
信
玄
家
法
の
左
の
条
文
は
、
分
国
内
の
称
宜
、
山
伏
に

対
す
る
、
所
総
本
山
の
支
配
を
断
ち
切
り
、
武
田
氏
が
直
接
紛
制

七
五



熊

野

簡

で

の

衰

類

七
六

（日）
（日）

（

口

）

（
刊
日
）

の
手
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
称
宜
故
山
伏
等
之
事
者
不
可
頼
主
人
、
若
背
此
旨
者
、
分
国

俳
佃
可
為
停
止
事
、

廻
国
雑
記
。

中
世
の
御
師
（
北
大
史
学
創
刊
号
）

前
掲
拙
稿
グ
中
世
の
伊
勢
参
宮
d

及
び

H

中
世
の
伊
勢
議
a

参
照

拙
稿
μ

近
世
の
伊
勢
参
宮
d

（
日
本
歴
史
一
四
六
、
一
四
八
）
及

び
高
野
山
詣
で
（
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
創
立
竹
五

年
紀
念
号
）

乙
の
点
十
分
な
史
料
の
準
備
を
欠
く
が
、
米
良
文
書
一
及
こ
に
は
、

（幻）
（

却

）

那
智
実
抑
制
院
と
今
川
、
龍
造
寺
、
島
津
、
毛
利
、
徳
川
氏
等
と
の

聞
に
稜
牛
王
等
の
贈
答
が
あ
る
o

し
か
し
更
に
伊
勢
御
師
、
高

野
山
宿
坊
の
如
く
、
彼
等
大
名
を
介
し
て
、
そ
の
領
国
領
民
に
そ

の
地
盤
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
熱
意
は
、
全
然
認
め
ら
れ
な
い
。

米
良
文
書
四
、
延
徳
山
年
卯
月
十
八
日
良
有
等
旦
那
売
券
。

葛
西
氏
が
古
く
か
ら
歴
代
熱
心
な
熊
野
信
仰
者
で
あ
る
事
は
．
米

良
文
哲
二
所
収
葛
凶
氏
系
図
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

花
見
朔
巳
氏
、
安
土
桃
山
時
代
（
綜
合
日
本
史
大
系
）
五
一
一
一

頁
、
主
二
一
ニ
irA
二
五
頁
参
照
。

（

四

）

で
あ
っ
た
が
、
更
に
諸
々
の
外
国
的
要
素
の
累
積
に
よ
り
、
社
寺
参
詣
は
、
未
曽
有
の
記
録
を
一
亦
す
に
至
っ
た
。
則
ち
、
例
え
ば
街
道
旅
宿
叉
は

江
戸
時
代
に
於
る
農
民
の
解
放
及
び
そ
の
成
長
、
都
市
の
発
展
商
入
居
の
上
昇
等
は
、

一
般
社
寺
参
詣
の
発
展
を
促
す
重
大
な
内
図
的
要
素

慰
楽
設
備
の
充
実
、
乗
物
の
普
及
、
道
中
不
安
の
解
消
等
い
わ
ば
交
通
環
境
の
著
し
い
改
善
、
好
転
が
人
々
を
一
一
層
容
易
に
旅
に
駈
り
立
て
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
通
常
少
か
ら
ぬ
出
費
を
伴
い
、
農
業
経
営
に
支
障
を
来
た
す
怖
れ
あ
る
農
民
の
旅
に
対
し
、
封
建
領
主

は
こ
れ
を
黙
過
す
る
筈
な
く
、
む
し
ろ
抑
制
乃
至
禁
止
す
る
方
針
を
採
っ
て
い
た
。
た
だ
そ
の
旅
が
宗
教
的
な
も
の
、
則
ち
社
寺
参
詣
で
あ
る

場
合
に
限
り
、
そ
の
出
国
は
比
較
的
寛
大
に
取
り
扱
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
伊
勢
参
宮
に
於
て
そ
の
傾
向
は
最
も
著
し
か
っ
た
。
従
つ

て
人
々
は
挙
っ
て
社
寺
参
詣
と
く
に
伊
勢
参
宮
に
藷
口
し
て
旅
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
参
詣
量
は
、
顕
著
に
上
昇
を
見
る
に
至
っ
た
、
江
戸
中

期
、
伊
勢
参
宮
の
年
間
、
四
、
五
十
万
を
最
高
と
し
高
野
山
、
本
願
寺
、
善
光
寺
、
成
田
山
、
金
毘
羅
宮
、
四
国
遍
路
そ
の
外
、
全
国
無
数
の
有



名
社
寺
は
何
れ
も
参
詣
者
を
以
て
賑
わ
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
の
全
貌
に
就
て
は
、
近
く
発
表
の
予
定
で
あ
る
か
ら
省
略
に
止
め
た
い
。

以
上
の
如
く
、
近
世
に
於
て
、
参
詣
は
、

一
般
に
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
反
面
当
代
に
入
り
、
参
詣
の
凋
落
し
、
昔
日
の
面
影
を

止
め
得
な
い
斜
陽
社
寺
も
若
干
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
も
の
が
熊
野
詣
で
で
あ
る
。

中
世
中
期
以
降
、
種
々
な
角
度
か
ら
、
熊
野
詣
で
の
下
降
は
推
測
さ
れ
な
が
ら
、
参
詣
自
体
の
現
象
面
で
は
未
だ
、
そ
れ
は
十
分
明
瞭
に
表

現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
乍
ら
、
近
叫
悦
に
入
っ
て
は
、
そ
の
衰
頚
振
り
は
ま
と
う
か
た
な
き
明
白
な
事
実
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

先
づ
参
詣
に
深
い
関
連
を
有
す
る
御
師
の
活
動
を
見
る
に
、
そ
の
地
盤
の
縮
少
が
窺
わ
れ
見
。
更
に
御
師
の
数
も
、
那
智
で
は
万
治
三
年
三

十
四
家
、
寛
一
処
元
年
四
十
余
家
で
あ
る
れ
そ
の
後
減
少
し
、
寛
政
十
年
廿
四
・
五
家
、
明
治
三
年
三
十
一
家
を
数
え
た
。
恐
ら
く
中
世
よ
り

減
少
し
た
で
あ
ろ
う
戸
更
に
、
か
つ
て
熊
野
参
詣
の
誘
導
者
と
し
て
、
そ
の
発
展
に
絶
大
な
功
績
を
打
ち
た
て
た
山
伏
、
先
達
は
、
中
世
末
以

降
次
第
に
斗
薮
か
ら
遠
ぎ
か
り
、
定
器
佑
し
、
熊
野
山
の
支
配
、
統
制
か
ら
離
脱
し
、
熊
野
山
と
信
者
と
の
仲
介
者
的
、
先
導
的
役
割
を
自
ら

放
棄
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

こ
の
傾
向
は
近
世
に
於
て
．
史
に
高
ま
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
熊
野
山
の
配
札
活
動
等
も
自
然
低
調
佑
し
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

寛
永
の
頃
、
島
津
藩
領
に
入
り
込
む
出
家
、
山
伏
に
は
、
伊
勢
、
愛
宕
、
多
賀
、
鞍
馬
、
高
野
山
等
の
外
、
熊
野
み
の
は
、
更
に
降
っ
て
文
政

年
間
、
因
幡
邑
美
前
）
及
び
石
見
美
濃
郡
に
神
札
を
配
る
熊
野
関
係
者
が
あ
っ
勺
し
か
し
、
か
つ
て
熊
野
信
仰
の
金
城
湯
池
た
る
、
東
園
地
方

に
於
る
彼
等
の
活
動
は
低
調
の
様
で
あ
る
。
文
佑
の
頃
、
井
伊
家
領
武
蔵
世
田
谷
の
代
官
大
場
民
を
、
年
々
配
札
に
訪
れ
る
者
に
、
榛
名
山
、

江
ノ
島
、
大
山
、
御
撤
山
、
鹿
島
、
愛
宕
山
、
多
賀
社
、
津
局
社
、
富
士
山
，
高
野
山
、
伊
勢
等
が
あ
る
が
、
熊
野
は
見
ら
れ
ず
、
叉
出
羽
、

村
山
郡
地
方
で
も
、
幕
末
配
札
す
る
者
に
、
地
元
の
鳥
海
山
、
湯
殿
山
等
を
始
め
と
し
て
、
遠
く
は
鹿
島
、
香
取
、
津
島
、
伊
勢
等
が
あ
っ
た

市
こ
こ
で
も
亦
、
熊
野
の
姿
は
見
当
ら
な
い
。
こ
れ
は
配
札
に
携
わ
る
熊
野
山
伏
、
比
正
出
等
の
活
動
の
低
調
印
佑
を
意
味
す
る
も
の
と
思
う

が
、
事
実
彼
等
の
寄
在
は
、
次
第
に
世
人
の
視
界
か
ら
遠
の
き
、
や
が
て
忘
却
し
去
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
熊
野
信
仰
の
有
力
な
伝
播
者
、
熊

熊
野
前
で
の
衰
頚

七
七



熊
野
詣
で
の
衰
類

七
八

野
比
丘
尼
も
、
既
に
江
戸
初
期
遊
女
佑
し
去
っ
弓
本
来
の
使
命
を
喪
失
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
す
ら
年
と
共
に
漸
減
し
、
遂
に
姿
を
消
す

に
至
っ
た
。
天
保
頃
の
本
居
内
藤
の
“
践
者
考
H

は
熊
野
比
正
尼
に
就
て
、

お
の
が
わ
か
き
比
、
聞
し
る
の
み
に
て
、
ふ
つ
に
見
た
る
事
な
し
・
・
・
・

と
述
べ
て
お
り
、
当
時
殆
ど
そ
の
跡
を
絶
ち
つ
つ
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

以
上
の
諸
事
象
は
、
熊
野
信
仰
衰
顔
の
原
因
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
結
果
で
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
亦
近
世
熊
野
詣
で
の
大
勢
が
、
凡
そ
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
予
想
さ
す
有
力
な
手
懸
り
と
な
ろ
う
、
そ
れ
な
ら
ば
、
近
世
熊
野
詣
で
の
実
相
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄
の
頃
、

案
内
記
に
、

西
は
鬼
界
か
島
、
北
は
佐
渡
の
果
の
人
ま
で
も
、
破
れ
笠
に
、
雲
を
凌
ぎ
、
複
子
に
糧
を
包
み
て
、
歩
ぞ
運
び
、
身
の
や
つ
れ
を
忘
れ
、

現
当
二
世
の
為
に
、
歳
々
月
々
に
参
詣
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
是
、
権
現
の
善
巧
方
使
、
他
に
勝
れ
さ
せ
給
ふ
故
也
、

一ωf遠
隔
参
詣
者
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
が
、
既
に
こ
れ
よ
り
以
前
、
参
詣
は
か
な
り
減
退
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
元
禄
を
遡
る
約
三
十
年
前

の
寛
文
四
年
頃
、
那
智
最
大
の
御
師
、
実
相
院
の
衰
微
甚
し
く
、
既
に
二
百
両
の
巨
額
の
借
銀
を
背
負
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、

・
・
・
・
近
年
諸
国
の
参
詣
少
く
、
檀
方
の
た
す
け
う
す
い
・

為
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
や
や
降
っ
て
“
倭
訓
莱
9

に
は
、

蟻
の
熊
野
詣
と
い
ふ
は
、
中
古
貴
賎
参
詣
一
道
を
往
来
し
、
絡
鰐
た
え
ず
し
て
、
今
の
伊
勢
参
り
の
如
、
き
よ
り
の
諺
な
る
べ
し
・

（日）
井
」
、

H

蟻
の
熊
野
詣
a
な
る
比
除
が
、
既
に
死
語
佑
し
去
っ
た
、
当
時
の
熊
野
詣
で
の
衰
類
振
り
を
伝
え
て
い
る
。
更
に
明
和
の
頃
本
居
太
平

が
、
伊
勢
参
宮
の
盛
況
を
、
か
つ
て
の
熊
野
詣
で
と
比
較
し
て
、

・
・
む
か
し
熊
野
に
こ
そ
は
、
か
く
ま
う
で
け
ら
し
、
今
も
こ
と
わ
ざ
に
、
蟻
の
く
ま
の
ま
ゐ
り
と
い
ふ
こ
と
の
あ
め
る
は
・
・
・
・

と
述
べ
た
の
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
趣
意
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
そ
の
後
の
H

と
ば
か
り
a

に
も
、



か
く
繁
栄
な
り
し
熊
野
な
る
に
、

い
つ
の
比
よ
り
か
、
お
と
ろ
へ
た
り
け
ん
、
今
は
徒
人
さ
へ
参
詣
す
る
事
は
、
ま
れ
ま
れ
の
事
也
、
物

の
盛
衰
は
か
る
べ
か
ら
ず
・
．

一
叩
当
時
参
詣
者
の
稀
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
か
く
の
如
く
、
熊
野
詣
で
は
近
世
を
通
じ
、
年
を
追
う
て
漸
次
衰
微
の
一
路
を
辿
っ
た
の
で

あ
る
。ひ

る
が
へ
っ
て
、
近
世
の
地
方
史
料
に
就
て
見
て
も
、
熊
野
詣
で
の
史
料
は
、
他
の
社
寺
参
詣
史
料
に
比
し
て
格
段
に
少
い
の
で
み
の
っ
て
、

こ
こ
に
も
熊
野
詣
で
の
衰
頚
が
、
大
体
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
管
見
に
よ
る
限
り
西
国
は
北
陸
地
方
等
か
ら
は
、
未
だ
熊
野
史
料
は
検
出
さ
れ
ず
、

わ
づ
か
に
畿
内
、
東
園
地
方
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
近
世
熊
野
詣
で
の
衰
額
の
一
つ
に
は
参
詣
界
に
於
け
る
武
士
の
地

位
の
調
落
が
あ
ろ
う
。
中
世
熊
野
詣
で
の
主
役
は
武
士
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
中
世
末
、
熊
野
の
有
刀
な
パ
ド
ロ
ン
で
あ
る
東
国
武
士
は
相
次

い
で
没
落
し
た
。
加
う
る
に
、
近
世
封
建
制
度
の
完
成
に
よ
り
、
封
建
的
勤
務
か
ら
の
一
時
的
離
脱
を
意
味
す
る
武
士
の
旅
H
H
参
詣
は
一
般
に

著
し
く
困
難
と
な
っ
た
が
、
と
く
に
迂
回
を
必
要
と
す
る
野
熊
詣
で
は
、
殆
ど
不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
か
つ
て
熊
野
詣
で
の
大
半
を
占

め
た
武
士
の
姿
は
熊
野
路
か
ら
消
え
失
せ
た
の
で
あ
る
。

一
般
の
社
寺
で
は
、
武
士
に
代
り
参
詣
界
の
王
座
に
の
し
土
っ
た
農
民
商
人
等
太
量

の
民
衆
を
よ
く
誘
致
し
て
、
繁
栄
を
続
け
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
反
し
て
熊
野
で
は
、
後
述
の
如
き
立
地
上
の
悪
条
件
等
が
禍
し
て
、
民
衆

の
把
握
に
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
づ
か
に
、
伝
統
的
な
熊
野
信
仰
の
淵
叢
東
国
の
民
衆
の
訪
れ
に
依
つ
で
、
余
端
を
保
っ
た
す
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
を
通
じ
東
園
地
方
に
根
強
く
熊
野
信
仰
の
残
存
す
る
こ
と
は
、
他
地
方
に
殆
ど
見
ら
れ
な
い
熊
野
講
の
寄
在
す
る
事
実
か
ら
も
窺
わ
れ

る
。
か
か
る
信
仰
を
母
胎
と
し
て
少
か
ら
ぬ
東
国
農
民
が
熊
野
に
旅
立
っ
た
の
で
あ
る
。

，
西
国
三
十
三
所
名
所
図
絵
a

H

田
辺
u

の
項
で
は
、

別
て
東
国
の
旅
人
は
、
熊
野
三
山
の
霊
場
を
拝
し
、
甚
な
く
此
地
に
出
る
を
歓
び
、
山
祝
ひ
と
て
、
は
た
と
ゃ
に
於
て
餅
を
つ
、
＆
o
e
－－－と

熊
野
詣
で
の
衰
頚

七
九



熊
野
瀦
で
の
衰
頚

八
0 

あ
る
の
は
ミ
H

田
辺
大
帳
H

に
も
諒
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
東
国
人
の
少
く
な
く
な
い
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
具
体
例
で
は
、
仙
台

藩
の
延
宝
三
年
二
月
御
定
ケ
条
に

て
在
々
百
姓
伊
勢
、
熊
野
司
高
野
、
湯
殿
参
詣
云
々

と
あ
姉
戸
叉
会
津
藩
で
も
、
元
文
二
年
の
規
定
に

伊
勢
、
熊
野
参
詣
云
々

と
あ
四
円
仙
台
、
会
津
両
藩
に
於
る
熊
野
詣
で
は
持
伊
勢
参
宮
な
ど
に
次
い
で
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
外
、
東
国
参
詣
の

実
例
は
、
注
記
に
譲
る
尚
ず
熊
野
詣
の
で
伝
統
の
火
は
、
東
国
農
民
の
手
に
確
実
に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

中
世
に
於
て
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
東
国
農
民
の
熊
野
詣
で
が
、
近
世
農
民
の
上
昇
成
長
に
よ
り
、
広
汎
に
実
現
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
乍
全
般
的
に
は
前
述
の
如
く
当
時
熊
野
詣
で
が
次
第
に
衰
微
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。

か
か
る
参
詣
の
減
少
に
よ
り
、
従
来
、
経
賞
、
修
造
賀
の
過
半
を
信
者
や
参
詣
者
に
依
一
仔
し
て
い
た
熊
野
山
に
、
財
政
の
危
機
と
院
宇
の
荒
廃

と
が
訪
れ
る
の
も
亦
自
然
で
あ
っ
た
。
既
に
寛
文
の
頃
、
那
智
御
師
が
巨
額
の
負
債
を
負
い
、
叉
本
宮
が
、
焼
失
廿
九
年
後
の
寛
政
十
年
頃
、
ま

だ
さ
さ
や
か
な
仮
宮
の
ま
ま
で
、
再
建
の
見
込
立
た
な
か
っ
た
こ
と
等
は
高
そ
の
例
で
あ
碕
o

か
か
る
財
政
切
抜
け
策
と
し
て
、
熊
野
で
は
種

々
な
手
段
を
講
じ
た
が
、
紀
伊
藩
等
の
後
援
に
よ
る
金
融
業
ゃ
、
出
開
帳
等
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
出
開
帳
は
、
当
時
社
寺
の
資
金
獲
得
の
有

力
な
普
遍
的
手
段
で
あ
っ
た
が
、
参
詣
者
の
多
数
を
失
っ
た
熊
野
で
は
、
特
に
頻
繁
な
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ら
し
く
、

“
熊
野
年
代
記
砂

だ
け
で
も
、
和
歌
山
、
松
坂
、
大
坂
等
中
心
に
十
数
回
見
ら
れ
る
。

以
上
、
江
戸
時
代
に
於
る
熊
野
詣
で
の
衰
頚
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
に
掲
げ
た
諸
国
の
外
に
更
に
熊
野
の

立
地
条
件
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

m
嬉
遊
笑
覧
a

は、



今
人
多
く
鹿
嶋
詣
は
せ
で
、
ま
づ
京
、
大
坂
、
大
和
め
ぐ
り
を
す
め
り
、
神
仏
に
参
る
は
、
傍
ら
に
て
、
遊
楽
を
む
ね
と
す
、
伊
勢
は
順

路
な
れ
は
、
か
な
ら
ず
参
宮
す
、

と
述
べ
て
い

M
r
こ
れ
は
遊
楽
に
対
す
る
社
寺
の
立
地
条
件
の
適
合
性
如
何
が
、
参
詣
発
達
の
左
右
を
規
定
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
、

従
っ
て
関
東
の
辺
部
に
位
し
て
、
遊
楽
に
無
縁
な
鹿
島
社
は
人
々
に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
熊
野
も
亦
、
立
地
上
、
畿
内
文
佑
地
帯

か
ら
遠
く
隔
た
り
、
路
次
の
慰
楽
施
設
は
依
然
乏
し
く
、
喰
路
の
難
行
を
い
机
け
ね
ば
な
ら
ず
、
中
世
以
来
の
不
便
の
多
く
は
解
除
さ
れ
な
い
。

熊
野
並
に
熊
野
路
に
於
る
人
家
の
寡
少
、
生
産
の
貧
困
か
ら
、
古
代
は
も
と
よ
り
、
中
世
の
参
詣
者
も
亦
食
糧
の
現
地
調
達
が
困
難
な
為
、
乙

れ
を
携
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
近
世
に
入
っ
て
も
尚
、
熊
野
詣
者
は
か
か
る
不
自
由
か
ら
解
放
さ
れ
な
か
っ
た
横
様
で
あ
る
。
こ

こ
で
、
酉
鶴
の
か
世
間
胸
算
用
“
四
に
・
・
・
・
熊
野
参
り
の
小
米
琶
・
・
・
・
と
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
則
ら
熊
野
詣
で
に
は
、
路
用
の
食
糧
を
入

れ
た
わ
ら
琶
を
持
参
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
既
に
こ
れ
は
過
去
の
事
情
か
、
現
実
の
事
柄
か
明
瞭
で
は
な
い
が
、
熊
野
に
限
り
、
か
か
る
合

言
葉
が
通
用
し
た
の
も
、
当
時
に
於
る
熊
野
詣
で
が
、
尚
多
分
に
不
便
で
あ
り
、
苦
行
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
尚
、
伊
勢
、
及
び
紀
州
田
辺
よ
り
の
寂
し
い
両
熊
野
路
、
又
は
熊
野
本
山
一
帯
の
貧
し
い
環
境
に
身
を
置
く
な
ら
ば
、
こ
の
事
は
う
な

ず
け
る
し
、
叉
熊
野
詣
で
が
到
底
遊
楽
旅
行
と
な
り
得
な
い
事
も
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

近
世
の
参
詣
が
、
極
め
て
遊
楽
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
民
衆
と
く
に
農
民
は
、
そ
の
貧
し
い
日
常
生
活
と
、
そ
れ
に
加
え
ら
れ
る

不
断
の
厳
し
い
封
建
的
・
共
同
体
的
規
制
と
の
一
時
的
解
放
と
悦
楽
と
を
求
め
て
杭
々
と
旅
H
参
詣
に
出
掛
け
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
近
世

参
詣
は
、
中
世
的
な
信
何
的
意
義
を
多
分
に
失
い
つ
つ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
か
か
る
不
純
分
子
の
大
量

参
加
に
よ
っ
て
、
始
め
て
中
世
と
比
較
を
絶
し
た
慈
大
な
参
詣
量
を
算
し
得
た
の
で
あ
り
、
近
世
参
詣
は
ま
さ
に
質
的
退
佑
の
代
償
の
上
に
、

量
的
な
飛
躍
的
発
展
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
熊
野
は
立
地
上
よ
婚
遊
笑
覧
a

に
掲
げ
ら
れ
た
鹿
島
社
同
様
、
遊
楽
、
観
光
に
は
縁
遠
い
寄
在
で
あ
り
、
到
底
、
遊
び
半
分
で
訪

熊
野
詣
で
の
衰
類

/¥. 



熊

野

詣

で

の

衰

頚

八

れ
ら
れ
る
よ
う
な
処
で
は
な
い
。
わ
づ
か
に
、
中
世
乍
ら
の
比
較
的
敬
度
な
信
仰
の
持
主
の
登
山
が
期
待
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
伊

勢
信
仰
等
も
、
他
地
方
よ
り
極
め
て
篤
い
と
さ
れ
る
先
の
東
国
農
民
は
、
た
し
か
に
そ
の
類
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
熊
野
詣
で
が
、
近
世
に
入

り
、
減
少
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
反
面
不
純
分
子
の
参
加
少
く
、
敬
慶
な
東
国
農
民
に
よ
り
一
般
社
寺
が
大
方
失
い
つ
つ
あ

っ
た
純
粋
な
信
仰
的
内
実
を
尚
濃
厚
に
保
持
さ
れ
た
こ
と
は
や
は
り
注
意
に
価
し
よ
う
、

乙
の
点
か
ら
し
て
近
世
の
熊
野
詣
を
衰
類
と
規
定
す

る
こ
と
は
、
或
は
一
考
を
要
す
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

（

1
）
 

近
く
M

我
が
国
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
d

と
し
て
発
表

の
予
定

熊
野
御
師
の
日
那
名
簿
か
ら
は
、
必
ず
し
も
直
ち
に
御
師
勢
力
の

後
退
を
裏
付
け
得
な
い
。
例
え
ば
、
慶
長
四
年
廊
の
坊
旦
那
目
安

に
も
、
三
十
三
ヶ
国
の
外
、
日
本
国
中
名
写
一
円
と
し
て
数
十
名

の
苗
字
が
挙
げ
ら
れ
、
叉
同
じ
く
慶
長
六
年
六
月
の
M

那
智
山
仙

滝
院
持
分
旦
那
指
出
H

に
も
一
七
八
ケ
所
あ
り
、
寛
永
九
年
那
智

笑
報
院
旦
那
名
簿
で
も
四
十
六
ヶ
国
が
掲
げ
ら
れ
で
あ
る
。
以
上

に
依
れ
ば
、
近
世
初
頭
に
於
て
、
彼
等
御
師
は
一
見
中
世
乍
ら
の
地

盤
を
維
持
し
続
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
実
状
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
寛
永
九
年
那
智
最
大
の
御
師
実
報
院
の
場
合
挙
示
さ
れ
た

四
十
六
国
中
、
国
名
の
下
に
郡
乃
至
村
郷
等
、
具
体
的
地
名
を
明
記

し
た
も
の
は
僅
か
に
半
数
近
い
廿
四
ヶ
国
に
過
ぎ
な
い
。
残
余
二

十
二
国
は
、
単
に
国
名
の
み
が
記
さ
れ
、
し
か
も
、
国
名
の
下
に
一

円
乃
至
半
分
三
ケ
一
、
三
ケ
二
等
と
あ
る
が
、
か
か
る
あ
い
ま
い
な

表
現
を
と
る
地
方
が
、
当
時
巣
し
て
、
実
際
の
地
盤
と
看
倣
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
か
o
恐
ら
く
答
は
否
定
的
で
あ
ろ
う
。
郡
等
具
体
的
に

地
名
を
明
記
し
た
も
の
で
も
、
摂
津
多
田
荘
、
越
後
か
じ
の
圧
、
若

狭
な
た
の
庄
等
中
世
的
な
荘
名
ぞ
以
て
記
載
し
て
い
る
の
も
一
般

に
当
時
の
実
状
と
合
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
o

全
体
と
し
て
実
報
院

E
那
帳
が
、
中
世
以
来
の
地
盤
の
丸
写
し
で
、
必
し
も
現
実
地
盤

の
忠
実
な
表
現
で
な
い
と
の
強
い
印
象
を
拭
い
得
な
い
。
叉
．
潮

崎
八
百
主
文
書
坤
所
収
寛
永
十
一
年
六
月
八
日
某
熊
野
旦
那
売
券

に
依
れ
ば
、
そ
の
近
江
し
ま
の
郷
、
同
園
長
命
寺
、
か
な
松
尾
一
円

及
ぴ
下
野
一
音
坊
名
字
の
分
、
大
田
一
族
、
さ
い
回
、
御
一
戸
、
米

山
等
の
先
達
引
き
の
E
那
及
び
金
子
与
一
一
門
、
遠
江
の
国
、
う

り
山
な
し
、
ミ
や
こ
た
、
か
な
や
一
円
、
駿
河
、
嶋
田
一
円
、
府

中
半
分
、
興
津
一
円
、
市
川
名
字
一
円
及
び
伊
勢
、
関
寺
等
が
、

僅
か
に
銀
三
十
五
匁
に
過
ぎ
な
い
。
孝
亮
宿
繭
日
次
記
．
同
年
四

月
廿
日
条
に
依
れ
ば
当
時
、
京
都
で
は
、
米
一
石
の
値
段
銀
三
十

三
匁
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
旦
那
が
僅
か
に
一
石
を
少
々
上

廻
ろ
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
か
か
る
近
世
初
則
の
熊
野
旦
那
の
経
済

価
格
の
低
さ
は
、
旦
那
が
御
師
に
と
り
有
名
無
実
に
も
近
い
寄
在

（

2
）
 



（

3
）
 

（

4
）
 

で
あ
る
事
を
裏
書
、
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
傾
向
が
年
を

追
う
て
顕
著
と
な
る
事
は
疑
な
い
。

那
智
神
社
一
縮
、
熊
野
三
山
と
そ
の
信
仰

拙
稿
P

中
世
の
御
師
d

中
世
熊
野
先
淫
と
し
て
先
に
度
々
引
用
し
た
八
槻
文
書
の
襲
成

者
、
福
島
県
東
臼
河
郡
八
槻
淳
良
氏
（
旧
大
議
官
院
家
）
は
、
片
面

十
三
行
両
面
什
六
行
罫
残
紙
百
八
十
枚
の
同
録
に
も
及
ぶ
、
数
千

点
の
史
料
を
所
蔵
し
て
い
る
、
が
、
そ
の
大
半
は
江
戸
時
代
の
も
の

で
あ
る
。
大
善
院
が
山
伏
と
し
て
、
大
峯
に
関
係
し
叉
は
登
山
し

た
事
は
、
御
入
峯
諸
上
納
取
調
帳
嘉
永
二
年
四
月
（
目
録
七
五
枚

目
）
大
峯
釈
迦
獄
御
堂
御
修
援
問
銭
取
立
帳
文
佑
七
年
十
月
（
同
）

大
峯
講
道
中
休
泊
附
（
目
録
一
二
八
枚
目
）
天
保
十
三
年
二
月
上

京
三
峯
修
行
諸
拘
帳
（
一
三
七
枚
目
）
等
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る

が
、
し
か
し
彼
が
日
一
那
を
引
卒
し
て
熊
野
前
を
し
た
形
跡
は
殆
ど

な
い
。
そ
れ
ら
し
き
も
の
と
し
て
僅
か
に
享
保
十
一
年
十
一
月
の

熊
野
人
数
覚
、
同
棚
倉
領
同
行
人
別
帳
こ
ゴ
一
八
枚
以
降
）
が
あ

る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
明
和
三
年
の
熊
野
議
出
入
済
国
引
替

証
文
写
等
が
あ
り
、
熊
野
講
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

熊
野
信
仰
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

高
野
山
文
書
旧
学
侶
万
一
派
文
書
一
一
九
号

穂
積
重
遠
氏
五
人
組
法
規
集
続
下
附
録
十
五

前
田
正
治
氏
日
本
近
世
村
法
の
研
究
一
五
一
号
文
書

家
例
年
中
行
事
（
世
田
ヶ
谷
区
史
料
一
）
二
五
四
頁

嘉
永
六
年
十
月
取
締
議
定
書
（
山
形
県
史
四
）

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（
国
）

熊

野

詣

で

の

衰

頚

（日）

w
我
衣
d

（
温
知
叢
替
九
十
）
に
寛
文
以
降
売
女
の
キ
ザ
シ
ヲ
ア
ラ

ハ
セ
リ
と
あ
る
。
及
び
人
倫
訓
蒙
図
葉
巻
七
、
元
禄
三
年

本
居
内
藤
全
集
所
収

く
ま
の
歩
行
記
（
和
歌
山
県
御
坊
町
芝
口
幣
梢
氏
蔵
、
同
氏
の
好

意
に
依
り
拝
借
し
得
た
事
ぞ
感
謝
す
る
）

実
万
院
旧
記

同
書
上
あ
り
の
と
わ
た
り

お
か
げ
ま
う
で
の
日
記
（
神
宮
参
拝
記
大
成
所
収
）

神
宮
随
筆
大
成
前
所
収

最
近
迄
東
園
地
方
に
ま
ま
熊
野
議
が
見
ら
れ
る
o
群
馬
県
利
根
郡

赤
城
村
利
根
に
あ
る
外
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡
摺
富
、
小
泉
大
泉
等

が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
山
梨
県
の
数
多
い
講
の
中
、
熊
野
講

は
こ
こ
だ
け
で
、
分
布
度
は
他
の
講
に
比
較
し
て
著
し
く
低
い
、

ヘ
桜
井
徳
太
郎
氏

J

戸
日
本
民
間
信
仰
論
）
乙
の
中
に
は
現
に
参
詣
の
行
わ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
o

そ
の
外
福
島
県
石
城
郡
大
越
村
で
も
男
子
の
み
の
熊

野
議
あ
人
額
一
寸
鑑
識
）
叉
前
掲
福
島
県
東
白
河
郡
の
八
槻
家

に
が
明
和
三
年
の
熊
野
議
出
入
済
国
引
替
証
文
d

が
あ
る
。

仙
台
務
農
政
の
研
究
所
収

会
津
家
世
実
紀
二
二
七
元
文
二
年
十
一
月
廿
一
条

そ
の
外
塩
尻
三
七
に
も
出
羽
中
島
村
の
村
民
熊
野
稲
七
ケ
度
の
例

あ
り
叉
出
典
を
明
か
に
し
て
な
い
が
、
児
玉
洋
一
氏
も
、
奥
州
糠

部
郡
等
か
ら
江
戸
時
代
熊
野
新
で
が
盛
ん
で
、
乙
の
傾
向
は
明
治

廿
五
六
年
迄
続
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
（
熊
野
三
山
経
済
史
一
七

六
頁
）
叉
昭
和
品
川
三
年
現
在
七
十
五
才
で
、
伊
勢
神
宮
史
に
詳
し

13 12 
（

H
）
 

（日）
（日）

（
口
）

（
間
）

（政）
（却）

（
幻
）
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熊

野

詣

で

の

衰

頚

（泣）
（泊）

（担）
（お）

ぃ
、
伊
勢
市
大
西
源
一
民
に
依
れ
ば
、
同
氏
の
幼
少
の
頃
、
東
国

よ
り
、
伊
勢
参
宮
し
て
更
に
そ
れ
よ
り
先
を
延
し
て
熊
野
詣
で
す

る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

勿
論
東
国
以
外
の
熊
野
釘
で
の
寄
在
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
畿
内
で
は
岸
和
田
藩
（
貝
塚
市
史
三
ノ
一
六
一
頁
）

そ
の
他
あ
り
、
叉
w
か
ぶ
き
さ
う
し
d

H

浮
世
道
中
膝
栗
毛
d

後

篇
等
江
戸
後
期
の
作
ロ
聞
に
ま
ま
見
ら
れ
る

w
伊
勢
へ
七
度
、
熊
野

へ
三
度
愛
宕
さ
ま
へ
は
月
参
d

の
但
認
が
あ
る
。

ζ

の
発
生
地
は

明
か
で
な
い
が
、

M

愛
宕
さ
ま
へ
は
月
参
d

等
愛
宕
と
の
距
離
の

近
さ
よ
り
推
測
し
て
恐
ら
く
京
都
附
近
で
あ
ろ
う
。
そ
の
正
確
な

解
釈
は
困
難
で
あ
る
が
少
く
と
も
こ
の
地
方
か
ら
の
熊
野
翻
で
の

寄
在
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
そ
れ
は
現
在
山
口
県
柏
野

地
方
の
手
慈
唄
に
も
残
っ
て
お
り
、
か
な
り
広
汎
に
諮
わ
れ
た
も

の
ら
し
い
。
（
松
岡
利
古
口
氏
柏
野
民
俗
誌
一
一
一
六
頁
）

林
信
章
。
熊
野
綱
紀
行
d

寛
政
十
年
（
上
掲
芝
日
常
尚
氏
成
）

児
玉
洋
一
氏
w
熊
野
三
山
経
済
史
u

第
二
章

同
書
十
一
乞
士

東
国
人
が
特
に
信
仰
に
篤
い
こ
と
は
伊
勢
等
で
も
屡
々
聞
く
処
で

あ
る
。
橋
村
正
瑛
の
手
記
故
実
郷
談
（
宇
治
山
岡
市
史
所
収
）
に

依
れ
ば
、
大
々
神
楽
を
あ
げ
る
者
は
関
東
奥
羽
の
参
宮
者
が
多
い

と
あ
る
が
、
大
西
源
一
氏
も
東
国
人
の
信
仰
は
一
般
に
強
く
、
為

に
東
国
を
縄
張
と
す
る
御
師
は
、
西
国
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
一

般
に
寓
栴
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

八
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The Decrease of Kumano (ffUf) -visitors 

Tsunezo SHNIJO 

The pilgrimage to the Kumano Shrine, which had been in the 

height from the ancient times to the middle of medieval age. became 

gradually at low pitch. There were many reasons, and the decay 

,of missionary, and inducing organizations such as 0-si (Wl]f!jjj), 

Sen-dati (%~), the rise of Ise-Belief were some of them. 

Later, in the period of Edo (ITJ=i), with the recreationalizing 

,of general pilgrims to temples or shrines, the number of Kumano

visitors, where was nothing to do with sight-seeing from locational 

point of view, was further decreasing, only comparatively small 

numbers of the devotee with peasants of East-country as the nucleus. 




